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１．鳥取豊岡宮津自動車道の位置付け
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１-１．中国地方の高規格幹線等道路網

鳥取豊岡宮津自動車道 約120km

日本海

瀬戸内海

○当該区間は、鳥取県東部、兵庫県但馬、京都府北部の各地方生活圏を連絡する鳥取豊岡宮津自動車道の一
部をなす。

○また、鳥取自動車道と山陰自動車道に接続し、山陰と山陽、日本海国土軸とを結節する交通の要所に位置する。

計画段階評価
対象区間

鳥取市
豊岡市

宮津市
松江市

広島市

山口市

岡山市

高松市

松山市

大阪市
神戸市

徳島市

凡例（⾼規格幹線道路等）

開通済

事業中

調査中

１．鳥取豊岡宮津自動車道の位置付け

た じ ま と よ お か

鳥
取

福
部約12km

み や づ



《参考》鳥取豊岡宮津自動車道とは
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○鳥取豊岡宮津自動車道は、鳥取県東部、兵庫県但馬、京都府北部の各地方生活圏を連絡するとともに、山陰
道や鳥取自動車道との連携により広域的な循環ネットワークの形成を図る延長約120kmの路線で、平成6年12
月に地域高規格道路の計画路線に指定されている。

○地域高規格道路の3つの機能のうち、高規格幹線道路を補完し、物資の流通、人の交流の活性化を促し、地域
集積圏間の交流を図ることを主目的とする『交流機能』に該当。

○高規格幹線道路網を補完し、地域相互の交流促進等の役割を担う道路であり、具体的
には【連携機能】【交流機能】【連結機能】の３つの機能を確保するため、地域の実情を
踏まえながら、概ね60km/hの旅行速度の確保を目指す。

○構造規格は、沿道の土地利用状況や交通特性など地域の実情に合わせて、沿道のア
クセスをコントロールするタイプや、サービス速度を確保できる場合は、コスト縮減など
の観点から、現道の活用や平面交差を設けることなどができる。

■地域高規格道路の整備方針

■地域高規格道路の３つの機能
鳥取豊岡宮津自動車道 約120km

高規格幹線道路を補完高規格幹線道路を補完

高規格幹線
道路を補完

地方生活圏間
を連絡

資料／国土交通省

高規格
幹線道路

広域道路
(交流促進型)

広域道路
(地域形成型)

地域高規格道路
※広域道路
（交流促進型）の
中から選定

【連携機能】
通勤圏域の拡大や都市と農山
村地域の連携の強化による地
域集積圏の拡大を図る環状・
放射道路

【交流機能】
高規格幹線道路を補完し、物資の
流通、人の交流の活性化を促し地
域集積圏間の交流を図る道路

【連結機能】
空港・港湾等の広域的交流拠
点や地域開発拠点等との連絡
道路

■広域道路整備基本計画における地域高規格道路の位置付け

資料／地域高規格道路 道路広報センター

資料／地域高規格道路 道路広報センター

鳥取豊岡宮津自動車道
の主な位置付け 地方生活圏間

を連絡

■地域高規格道路 鳥取豊岡宮津自動車道

た じ ま

⿃取豊岡宮津⾃動⾞道
開通済
事業中
調査中・計画区間

⾼規格幹線道路
開通済
事業中

１．鳥取豊岡宮津自動車道の位置付け



１-２．鳥取市周辺の高規格幹線道路等の進捗

○鳥取豊岡宮津自動車道は、延長約120kmの内、約30kmが開通済みである。
○鳥取県内においては、延長約30kmの内、開通済みが約10ｋｍ、事業中（岩美道路の一部）が3.8kmとなっている。
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い わ み

⿃取豊岡宮津⾃動⾞道 L=約120km⼭陰道（⿃取県内） L=88.0km

L=19.3kmL=13.2kmL=約14km
（Ⅲ期）
L=6.4km

（Ⅱ期）
L=5.9km L=7.0km

⿃取⻄道路開通済

はわい〜
⼤栄東伯開通済

開通済

開通済

野⽥川
⼤宮道路

調査
区間

調査
区間開通済

岩美
道路 開通済

調査
区間

浜坂
道路 開通済

⼤宮
峰⼭道路

L=6.4kmL=4.3kmL=5kmL=8kmL=9kmL=11.5kmL=9.8kmL=6kmL=3.5kmL=5.7kmL=6.6km

L=1.9km

L=1.8km

⿃
取

⾃
動

⾞
道

L
=
6
2
.3
km

開
通

済

⼋⿅⽇⾼
道路
L=9.7km

開通済

だいえいとうはく

い わ み は ま さ か
お お み や

み ね や ま

の だ が わ

お お み や

よ う か ひ だ か

⿃取〜
福部

１．鳥取豊岡宮津自動車道の位置付け



２．地域の概況
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２-１．人口構造

○鳥取市・岩美町の総人口は約20万人で、平成17年をピークに減少に転じており、全国平均を上回るペースで減
少することが懸念されている。平成17年～22年における人口移動は、20代の転出超過が顕著となっている。

○高齢化率についても全国平均と同等のペースでの増加が懸念される。
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資料／H2～H27国勢調査、H32～H42市区町村別将来推計人口(人口問題研究所)平成25年3月推計

総
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推計値

■人口推移と人口移動

〔鳥取市・岩美町と全国の高齢化率推移〕■高齢化率推移

資料／H22国勢調査(移動人口の男女・年齢等集計)
H17年国勢調査時の常住地とH22年国勢調査時の常住地を比較

〔鳥取市・岩美町の年齢別の転入・転出人口（H17⇒H22）〕
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２．地域の概況

■沿線地域の人口分布

資料／H27国勢調査 速報値（総務省）

⾹美町
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推計値

資料／H2～H22国勢調査、H27～H42市区町村別将来推計人口(人口問題研究所)平成25年3月推計

〔鳥取市・岩美町と全国の人口推移〕

⿃取市の65歳以上⼈⼝
岩美町の65歳以上⼈⼝
⿃取市・岩美町の⾼齢化率
全国の⾼齢化率
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２-２．土地利用等

○鳥取市は、鳥取県東部に位置する県庁所在地で、大阪市から約190km、京都市から約220kmの距離に位置して
おり、山陰地方の東の玄関口となっている。

○一級河川千代川流域に広がる平地部に形成された市街地は、東側、南側を山に、西側を湖山池に囲まれ、地
域間を連絡する鉄道や道路は、山際や海岸付近の平地部を通過している。

○市街地北側には鳥取空港、鳥取港が位置し、南側の鳥取自動車道、西側の鳥取西道路（事業中）と合わせ、県
東部の空運・海運・陸運を担っている。
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鳥取豊岡宮津自動車道 約120km

２．地域の概況

⿃取〜福部

せんだいがわ

日 本 海

⿃取豊岡宮津⾃動⾞道
開通済
事業中
調査中・計画区間

⾼規格幹線道路
開通済
事業中

⿃取豊岡宮津⾃動⾞道
開通済
事業中
調査中・計画区間

⾼規格幹線道路
開通済
事業中

⿃取IC

福部IC

⻘⾕IC

岩美IC

智頭IC

あおや

ふくべ

いわみ

ちづ



２-２．土地利用等

○鳥取市は鳥取駅・鳥取城跡周辺を核として栄えてきたが、大型商業施設の郊外進出、新たな宅地造成等により、
拡大、発展してきたことで郊外の市街化が進み、都市全体が千代川とJR山陰本線に分割される形となっている。

○鳥取市では、賀露地区は「水産」、千代水地区は「物流・サービス」拠点に位置付けられ、国際的・広域的な産業
の活性化を図ることを目標としている。

9

２．地域の概況

■ＤＩＤ地区の変遷（昭和40年⇒平成22年）

資料／国土数値情報

⿃取市内のDID地区情報
（昭和40年⇒平成22年）

⼈⼝：58,531⼈⇒99,472⼈（1.7倍）
⾯積： 6.5km2 ⇒ 18.7km2（2.9倍）

■用途地域と拠点エリア

DID地区
昭和40年時点
平成22年時点

資料／用途地域：鳥取市都市計画情報提供サービス、 拠点：鳥取市都市計画マスタープラン（案）概要版（H28.3）

賀露

千代⽔

都市核

津ノ井

千代川（一級河川）

JR山陰本線

鳥取駅

せ ん だ い が わ

か ろ ち よ み

⽤途地域（H27.4時点）
住居系地域
商業系地域
⼯業系地域

拠点（都市計画マスタープランによる位置付け）

都市核
物流・サービス拠点
⼯業拠点
⽔産拠点
観光レクリエーション拠点

⿃取
砂丘

鳥取城跡



２-３．交通流動
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２．地域の概況

資料/H22年国勢調査

■鳥取市への通勤流動

※（ ）内の数値は通勤割合を示す
通勤割合＝通勤先地域への就業（通勤）者数／各市町村内の全就業者数）

東側断⾯
44,000台/⽇

⻄側断⾯
65,800台/⽇

南側断⾯（R29⽅⾯）
42,800台/⽇南側断⾯（R53⽅⾯）

40,500台/⽇

○鳥取市街における交通流動は、約34万台/日あり、そのうち市内を発着する交通が45.5％を占め、内々交通が
49.0％となっている。東西及び南方向からの通過交通は5.5％存在。

○鳥取市周辺の通勤流動は、鳥取東部地域（岩美町、若桜町、八頭町、智頭町）から鳥取市への通勤者数及び通
勤割合が多く、結びつきが強い。また、新温泉町、湯梨浜町、倉吉市からの通勤も比較的多い状況にある。

通過交通

発着交通

内々交通

内々交通検討エリア

■鳥取市街における交通流動

〔鳥取市街内々交通の詳細〕

千
代
川北西部

（14,600） 北東部
（38,500）

南西部
（1,400） 南東部

（21,100）

鳥取駅

23,100

12,600

8,700
34,7008,200

4,400

分割地区について
北西部：湖山町北、千代水、

商栄、安長、南隈、賀露
北東部：鳥取市中心部、

浜坂、秋里、江津、
立川町、卯垣、
国府町分上・新通り

南西部：湖山町南、徳吉、徳尾、
古海、菖蒲、服部

南東部：吉成、吉方、大覚寺

資料/交通量推計結果（H17センサスODベース）

※（ ）内数値は各地区の内々交通を示す

〔単位：台/日）

鳥取市街エリア

※鳥取市街エリアは、DID地区・
用途地域が連担するゾーンを
対象に設定

〔鳥取市街の交通流動別構成比〕
通過交通
18,800

（5.5%）
発着交通
155,500

（45.5%）

内々交通
167,400

（49.0%）

（単位：台/日）

い わ み わ か さ や ず ち づ

し ん お ん せ ん ゆ り は ま く ら よ し

計341,700台/⽇



２-４．産業構造（農林水産業・商工業の状況）
２．地域の概況

○鳥取市は、農林業や製造業（工業）、卸売・小売業（商業）の各生産額等の県内シェアが高い状況である。
○農林業においては県内の米作りにおける代表産地となっており、製造業においては電子部品・デバイス、電機
機械工業を中心とした企業が集積し、市街地エリアには多くの商業施設が立地している。

○岩美町は、水産業の生産額が県内２位、高価で取引されるズワイガニの漁獲量は日本一を誇る。

11

い わ み

■鳥取県の農林業の状況 ■鳥取県の工業（製造業）の状況

■鳥取県の商業（卸売・小売業）の状況

資料／平成26年商業統計調査

⿂種 漁獲量
（㌧／年） 備考

ずわいがに 683 全国1位

はたはた 785 全国1位

かれい類 1,841 全国２位

〔岩美町の魚種別の漁獲〕

〔鳥取市の産業分類別の製造品出荷額割合〕

31.2%

19.6%10.2%

6.2%

5.7%

4.6%

22.4%

鳥取市の
製造品出荷額

2,115億円

（平成26年）

電⼦部品・デバイス

電気機械パルプ・紙

⾦属製品

⽣産⽤機械

⾷料品

その他

資料／平成26年工業統計調査

〔製造品出荷額（上位5位）〕
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4,214 4,187

2,936 2,837
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〔農林業の総生産（上位5位）〕（百万円）

5,990

〔水産業の総生産（上位5位）〕

（百万円）

資料／鳥取県市町村民経済計算（H25年度）

2,115 

1,163 

815 
607 

364 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

⿃
取
市

⽶
⼦
市

倉
吉
市

境
港
市

琴
浦
町

（億円）

県内シェア
約35%

〔年間商品販売額（上位5位）〕
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■鳥取県の水産業の状況

資料／鳥取県市町村民経済計算（H25年度）

資料／鳥取県農林水産業の概要（H28年度）

▲ ずわいがに

▲ はたはた

●⿃取市の主要農産物
⿃取市は県内の⽶づくりにお

ける代表産地で、作付⾯積
3,260haは県全体の約25%
（第⼀位）を占める。
県産⽶の産出額（110億

円）は全国37位で、出荷先
は約8割が県内となっている。

資料／農林水産省 海面漁業生産統計調査算（平成26年）
写真／鳥取県ホームページより



２-５．空港・港湾の状況
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○鳥取東部地域における空と海の玄関口である鳥取空港と鳥取港は、市の総合計画や都市計画マスタープラン
等において、地域活性化のための利用促進が構想されており、様々な施策が実施されている。

○近年、鳥取空港の利用客数や鳥取港の取扱貨物量は増加傾向となっている。

○また、両港が持つ機能を最大限に活かし、賑わいある拠点の形成を図るため、両港を最短で結ぶ（県）鳥取空
港賀露線の整備が進められている。

２．地域の概況

▼（県）鳥取空港賀露線の整備

（県）鳥取空港賀露線の整備
（平成28年度事業化） により、
2つの港の連携強化を目指す

（
県

）
鳥

取
空

港
賀

露
線

起点：鳥取空港

終点：鳥取市賀露町西 ●マリンピア賀露

⿃取港

⿃取
空港

４．地域の状況と課題

430.9 411.3 
454.0 

521.8 506.1 

374.4 

597.6 

828.3 

684.2 
723.8 

0

200

400

600

800

1,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

資料／鳥取県県土整備部空港港湾課公表資料及び港湾統計年報

【⿃取港の取扱貨物量の推移】
内貿 移⼊ 内貿 移出 外貿 輸⼊ 外貿 輸出

増加傾向

（千トン）

《⿃取港の主な利⽤促進策》
・外国貿易の促進
⇒H27年度には、⿃取港から初の

原⽊輸出（対中国）を開始
・クルーズ船の誘致活動の展開

写真／鳥取港振興会ニュースより（平成28年3月号）

【⿃取空港（⿃取-東京便）の利⽤状況推移】

33.4 32.6
30.5 29.6 29.7

27.7
30.2

33.0 34.3
36.8

0

10

20

30

40

50

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27（年度）

（万⼈/年）

増加傾向

H26.3.30～
羽田便1便増便
（1日4便→5便）

資料／鳥取県地域振興部交通政策課

《⿃取空港の主な利⽤促進策》
・愛称「⿃取砂丘コナン空港」の採⽤
・平成26年3⽉30⽇から⽻⽥便を増便
（4往復／⽇⇒5往復／⽇）
⇒平成27年12⽉には更に2年間の増便延⻑が

決定
・周遊バスの運⾏や循環バスの空港への乗り⼊れ
・レンタカー割引などの観光キャンペーンの実施

周遊バスの運行やラッピング



３．道路の状況と課題
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地域内最大

41,800台/日

14

３-１．交通特性（現況交通量）

○鳥取東部地域周辺の交通量は、鳥取市内に近づくにつれて多くなり、最大は国道9号の鳥取大橋付近で約418
百台/日となっている。また、南北主要幹線軸である国道29号では鳥取市徳尾付近で最大395百台/日、国道53
号では鳥取市田園町付近で最大234百台/日となっている。

３．道路の状況と課題

資料／交通量：H22道路交通センサス

■鳥取東部地域周辺の交通量（国道以上）

35,500台/日

4,700台/日

39,500台/日

21,900台/日

1,100台/日

2,200台/日

2,300台/日

4,800台/日

4,100台/日

3,700台/日

5,500台/日

11,300台/日

11,400台/日

18,600台/日

17,200台/日

H22センサス交通量

：20,000台/日以上
：10,000～20,000台/日
： 5,000～10,000台/日
： 1,000～5,000台/日
： 1～1,000台/日
：データなし

兵庫県

鳥取県

岩美町

新温泉町

香美町

鳥取市

八頭町

若桜町

智頭町

三朝町

湯梨浜町

岡山県 津山市

鏡野町

養父市

30,700台/日

23,400台/日

20,100台/日

24,300台/日

6,700台/日

8,200台/日

6,100台/日

10,500台/日

7,400台/日

と く の お

で ん え ん
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40,000

50,000

国道9号 伏野覚寺線 ⿃取⿅野倉吉線

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

国道29号 ⿃取環状線 国道53号

⼀級河川千代川が
東⻄を分断

JR平⾯部が
南北を分断

３-１．交通特性（現況交通量と主要路線のOD内訳）

〔現況交通量と主要路線のOD内訳〕

○鳥取市街では、千代川とJR山陰本線が都市を分断し、東西方向は国道9号に交通が集中している。
○南北方向は、鳥取自動車道と国道29号、国道53号が分担しているが、鳥取IC以北において、通過交通は国道
29号に集中し、当該区間は多様な交通が混在する区間となっている。

３．道路の状況と課題

せんだいがわ

せんだいがわ

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

国道9号

15資料／現況交通量：H22道路交通センサス、 OD内訳：H17センサスODによるH22現況再現結果により集計

内々交通量集計範囲

■OD内訳の集計について

通過交通が
国道29号に集中

【⿃取IC北側・JR⼭陰本線付近の断⾯の交通分担】

（台/⽇）

（台/⽇）

（台/⽇） 【⿃取市街⻄側断⾯】

【⿃取市街東側断⾯】

6,800

12,300

■ 内々
■ 発着
■ 通過

■ 内々
■ 発着
■ 通過

■ 内々
■ 発着
■ 通過

400百台／⽇以上
300〜400百台／⽇
200〜300百台／⽇
100〜200百台／⽇
100百台／⽇未満

※図中の数字は交通量（単位：百台/日）

25,300

700

9,400
11,000

2,500
7,200
2,700

13,100

21,200

5,300

通過交通の⼤半は
国道9号が担う

14,000

10,500
500 700

12,400

7,500

0

10,000
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⿃取⾃動⾞道 国道53号 国道29号

【⿃取IC南側断⾯の交通分担】

通過交通を３路線で分担

（台/⽇）
■ 内々
■ 発着
■ 通過

8,500

2,800 2,300

900

14,600

3,100

18,900
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３-２．交通渋滞の状況

○国道9号や国道29号の南隈・千代水エリア付近や、国道53号等の市内中心部付近の幹線道路で混雑度が高く
なっており、主要渋滞箇所が連続して存在している。

○混雑度の高い路線のうち、国道53号の交通量は減少傾向にあるが、国道29号および国道9号の交通量は増加
傾向で需要が高まっている。

３．道路の状況と課題

みなみがくま ち よ み

資料／交通量：H6～H22道路交通センサス
混雑度：H22道路交通センサス
主要渋滞箇所：中国地方整備局

※主要渋滞箇所について
エリア：都市部等、混雑区間・箇所が⾯的に広がっ

ており、複数路線に跨り複数の主要渋滞
箇所を含む区域

区間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所
が連続しており、複数の主要渋滞箇所を
含む区間

鳥取IC入口交差点

■国道29号（⿃取IC付近）

■国道29号（⿃取市徳尾）
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■国道9号（秋⾥付近）

増加傾向

■ 小型車
■ 大型車

あきさと

秋里交差点
みなみがくま

南隈交差点

南隈・
千代⽔エリア

市内中⼼部

あきさと

でんえんちょう

とくのお

〔現況混雑度と主要渋滞箇所〕

主要渋滞箇所 混雑度（⾊分け） ⾞線数（太さ）
箇所
区間
エリア

1.25 以上
1.00 〜 1.25
0.85 〜 1.00
0.85 未満

4⾞線
2⾞線

こくたい どうろ

国体道路交差点

国道29号 ＪＲ山陰本線跨線部付近の渋滞状況

至姫路

至国道9号 とくのお

徳尾交差点

写真



３-３．交通事故の状況

○鳥取市街における幹線道路では、死傷事故率が全国平均（98件/億台㌔）を越える区間が多数存在。
○通過交通が多い国道9号・29号では、主要渋滞箇所が連続しており、交差点付近での急な速度変化による追突
事故が発生しやすい状況にある。

○国道53号では、出会い頭や右左折時の事故割合が高く、沿道からの出入交通が多いことが要因と考えられる。

３．道路の状況と課題

〔死傷事故率 3Dマップ〕
（H23～26平均）

凡例〔死傷事故率〕
300件/億台キロ以上
98件/億台キロ（全国平均）以上
98件/億台キロ（全国平均）未満

327.5件/億台キロ

国体道路交差点

鳥取IC入口交差点

みなみがくま

南隈交差点

分析対象区間
国道9号（福部IC〜南隈交差点）
国道29号（南隈交差点〜⿃取IC⼊⼝交差点）

あきさと

秋里交差点

か く じ

覚寺交差点

鳥取県庁交差点

よしなり

吉成交差点

いままち

今町2丁目交差点

345.7件/億台キロ

316.9件/億台キロ

資料／ITARDA事故データ（H23～H26）

30.4%

52.8%

63.5%

69.6%

47.2%

36.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⿃取県全体

分析対象区間

国道53号
（吉成〜秋⾥）

52.0%

74.5%

35.7%

16.1%

7.5%

23.0%

10.7%

13.0%

19.0%

9.8%

3.1%

6.3%

8.1%

15.1%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⿃取県全体

分析対象区間

国道53号
（吉成〜秋⾥）
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〔事故発生場所割合〕 交差点 単路部

追突 出会い頭 右左折時 他⾞両相互 ⼈対⾞両 ⾞両単独

〔事故類型割合〕

⿃取県全体
3,705件/4年

R9（南隈〜福部IC）
R29（⿃取IC⼊⼝〜南隈）

161件/4年

R53（吉成〜秋⾥）
126件/4年

⿃取県全体
3,705件/4年

R9（南隈〜福部IC）
R29（⿃取IC⼊⼝〜南隈）

161件/4年

R53（吉成〜秋⾥）
126件/4年

交差点での事故が多い

追突事故が多い

出会い頭、右左折時の事故が多い

資料／ITARDA事故データ（H23～H26）

資料／ITARDA事故データ（H23～H26）

分析対象区間
国道53号

（吉成交差点〜
秋⾥交差点）

主要渋滞箇所
※直轄国道上の箇所のみ



３-４．災害時における緊急輸送道路の状況

18

色区分 ルート名 路線の概要

第1次ルート
県庁及び県内外の地方中心都市を連絡
し、それらと主要港湾、空港を結ぶ道路

第2次ルート
第1次ルートと市町村役場及び主要な防
災拠点を連絡する道路

第3次ルート 1次、2次ルートの代替機能を有する道路

：災害医療拠点、空港、港湾、物流拠点（物資の集配施設）
：災害時のへりポート

○鳥取市街を流れる一級河川千代川の洪水により、緊急輸送道路に指定される国道29号や53号の冠水が想定さ
れ、救命･救助や物資輸送など緊急活動に支障をきたすことが懸念される。

○災害時に、人命保護や迅速な復旧を実現するには、拠点間を繋ぎ災害時にも機能する道路網の構築が必要。
○鳥取豊岡宮津自動車道は、東日本大震災によって浮き彫りとなった、国全体のリスク分散やバックアップ体制の
確立のため必要とされる”日本海国土軸”の一部を担う道路である。

〔大規模災害時の代替性確保のため
重要性が増す日本海国土軸〕

３．道路の状況と課題

〔千代川の浸水想定区域と緊急輸送道路〕

せんだいがわ

鳥取豊岡宮津
自動車道

資料／千代川水系 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）
千代川流域の４８時間総雨量 ５０８ｍｍ
作成主体 鳥取河川国道事務所（平成28年6月9日公表）

凡 例
浸⽔した場合に想定される⽔深（ランク別）
5.0〜10.0m未満の区域
3.0〜5.0m未満の区域
0.5〜3.0m未満の区域
0.5m未満の区域

【凡例】緊急輸送道路

緊急輸送道路のうち、
0.5m以上の浸水が想定される区間

国⼟軸構想とは
⼀極⼀軸集中から多軸型の国⼟構造への転換を⻑期構想とする「21世紀の国

⼟のグランドデザイン（平成10年3⽉策定）国⼟庁」における概念であり、都市と
⾃然のネットワークが重層的に共存し、⼈、物、情報の活発な交流が⾏われる軸
状の圏域である。
計画では、北東国⼟軸、 ⽇本海国⼟軸 、太平洋新国⼟軸、⻄⽇本国⼟軸

の4つの国⼟軸が構想されている。

⿃取県における⽇本海国⼟軸の位置付け
東アジア諸国やロシアの経済活動の活発化による⽇本海側の貿易拡⼤を背景に、経済⾯及び

防災⾯において⽇本海側を活⽤していくことの重要性が⾼まっており、⼭陰道、⼭陰近畿⾃動⾞
道（⿃取豊岡宮津⾃動⾞道）、境港や⿃取港から⾼速道路網へのアクセス改善等、交通物流
のミッシングリンク解消を図り、⽇本海側における国⼟軸を形成することが必要である。

⿃取県国⼟強靱化地域計画（平成28年3⽉策定）より

市街地の緊急輸送
道路の⼤半が冠⽔

資料／鳥取県地域防災計画（平成27年度） ※災害予防編（共通）の交通・輸送計画より



４．地域の状況と課題
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資料／用途地域：鳥取市都市計画情報提供サービス
誘致企業情報：鳥取市提供資料
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４-１．商工業の現状と課題①
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○鳥取市では、鳥取自動車道（平成25年3月全線開通）の整備やそれを見据えた企業誘致活動により、千代水地
区や南吉方工業団地、津ノ井工業団地などの工業系地域を中心に企業進出や設備増設が活発化している。

○企業進出や既存企業の設備投資に伴い、有効求人数も増加傾向が著しく、雇用環境は回復基調に転じている。

20

４．地域の状況と課題

誘
致
企
業
数
（
件
）

誘
致
企
業
の
従
業
員
数
（
人
）

資料／鳥取市企業立地・支援課

〔鳥取市の誘致企業数と従業員数の推移〕

〔鳥取東部地域と全国の有効求人数の推移〕

資料／厚生労働省鳥取労働局
※鳥取労働基準監督署管轄である鳥取市・岩美郡・八頭郡のデータ（H18.4を1.0としたときの変化率）

全国の傾向よりも
有効求⼈数の増加が著しい

企業進出が
活発化

〔鳥取市の企業進出の状況〕
※平成26年度時点

⽤途地域（H27.4時点）
住居系地域
商業系地域
⼯業系地域

誘致年度別の企業進出（増設）状況
H23年度
H24年度
H25年度
H26年度

（増設）（新設）

■周辺道路の整備状況
○H25. 3：⿃取⾃動⾞道全線開通
○H25.12：⿃取⻄道路部分開通（⿃取〜⿃取⻄）
○H26. 3：駟馳⼭バイパス全線開通

千代⽔地区

新津ノ井⼯業団地
⼯業⽤地⾯積：8.0ha

つ の い

ち よ み

南吉⽅⼯業団地
⼯業⽤地⾯積：5.1ha

み な み よ し か た

鳥取西道路

鳥取自動車道
全線開通

増設は、鳥取市に申請があったもの

し ん つ の い

分譲済
92%

分譲中
8%

分譲済
94%

分譲中
6%

若葉台北⼯業団地
⼯業⽤地⾯積：3.0ha

わ か ば だ い き た

分譲済
100%

東郷⼯業団地

分譲済
100%

布袋⼯業団地
⼯業⽤地⾯積：4.5ha

分譲済
100%

ほ て い

⿃取港分譲地
分譲⽤⾯積：9.5ha

と っ と り こ う

分譲済
86%

分譲中
14%

と う ご う

み な み よ し か た

リーマンショック
H20.9



４-１．商工業の現状と課題②

○国道9号と国道29号の交差部付近に位置する千代水地区は、鳥取市都市計画マスタープランにおいて、国際
的・広域的な産業の活性化を図ることを目的に「物流・サービス拠点」として位置付けられている。

○これらの位置付けから、千代水地区では中心市街地に次いで企業が集積する地域となっており、立地する企業
も「運輸・郵便業」「卸売・小売業」などの物流関連の企業に特化している。

４．地域の状況と課題

21

資料／H26経済センサス 基礎調査

〔鳥取市街における企業立地状況〕

資料／H26経済センサス-基礎調査（町丁・⼤字別集計）

〔千代水地区の産業別特化係数（事業所数による特化係数）〕

特化係数
地域のある産業がどれだけ特化しているかを
見る係数で下式で定義される

地域のA産業の事業所数構成比（％）

鳥取市のA産業の事業所数構成比（％）
特化係数＝

マスタープランの位置付けと
同じく、「物流」に特化した
企業⽴地となっている

千代⽔地区
（物流・サービス拠点）

※千代水地区は以下の地区を対象
千代水１～４丁目、湖山町東２～５丁目、五反田町、
緑ケ丘２～３丁目、南安長２～３丁目、安長、商栄町

事業所密度
500社/km2以上
300社/km2以上
100社/km2以上
50社/km2以上
50社/km2未満

⿃取IC

⿃取⻄IC
鳥取駅

千代⽔地区は、中⼼市
街地に次いで企業が集
積する地域となっている

津ノ井地区
（⼯業拠点）

中⼼市街地
（中⼼拠点）

賀露地区
（⽔産拠点）

⿃取⼤学前地区
（学術・研究拠点）

若葉台地区
（学術・研究拠点）

鳥取大学前駅

湖山駅

津ノ井駅

《都市計画マスタープランにおける千代⽔地区の整備⽅針》
・流通業務、⼯業⽤地として⼟地利⽤を促進する。
・港湾、空港への近接性、今後の⾼速道路網の進展など優位な⽴地
環境を活かし、企業ニーズ等を勘案しつつ積極的な⼟地利⽤施策に
努める。

資料／⿃取市都市計画マスタープラン（案）（H28.3）地域別構想より

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0
農業、林業

建設業

製造業

電気・ガス・
熱供給・⽔道業

情報通信業

運輸業，郵便業

卸売業，⼩売業

⾦融業，保険業

不動産業，
物品賃貸業

学術研究，
専⾨・技術サービス業

宿泊業，飲⾷サービス業

⽣活関連サービス業，娯楽業

教育，学習⽀援業

医療，福祉

複合サービス事業

サービス業
7社

106社

70社

1社

16社

40社

371社

7社

30社

34社

66社

55社

7社

35社

7社

75社

特化係数

1.6

特化係数

2.8

特化係数

1.3

特化係数

1.4

特化係数

1.5



４-１．商工業の現状と課題③

○鳥取道の全線開通の影響もあり、千代水地区を発着する物流の約1/4が近畿以東や山陽側などの南向きの流
動であり、近畿地方や山陽地方との結びつきは重要である。

○また、千代水地区は近畿以東や山陽側から鳥取市街への物流のうち、半数以上（約54％）を占めており、物流
拠点として重要な役割を担っている。

○しかし、当該地区からの物流は、主要経路である国道29号の慢性的な渋滞により、物流活動への支障が発生し
ており、高速ICまでのアクセス改善が重要な課題となっている。

４．地域の状況と課題

千代水
地区

北近畿

近畿
※北近畿
を除く

岡山・広島
・四国

北陸

鳥取中西部
・島根県

中部
以東

山口
・九州

1.5％
12.3％

8.5％

17.1％

1.4％

1.9％

0.1％

⿃取市内
53.7％

【⿃取市千代⽔地区を発着する物流状況】

資料／FUJITSU 商⽤⾞プローブサービス（2016年６⽉の⼀ヶ⽉間のデータ）※千代⽔地区を発着とする物流（2,432トリップ/⽉）を対象に集計
※FUJITSU商⽤⾞プローブサービスは、富⼠通製の運⾏記録計を装着して⾛⾏する中・⼤型事業⽤貨物⾞の挙動情報で、収集対象⾞両数は全国で9.5万台（2016年時点） 22

岩美町

1.6％

ち よ み

千代⽔
地区

⿃取⻄IC

千代水地区発着の物流経路
300台/月以上
200台/月以上
100台/月以上
50台/月以上
30台/月以上
10台/月以上
10台/月未満

【⿃取市千代⽔地区発着の物流径路】 《千代水地区立地企業の声（製造業）》
・出荷先は関東・近畿方面が多く、鳥取道・
中国道を利用しています。

・国道29号の渋滞で納品の遅延が生じた事
例があります。

・市内の渋滞解消により、納品の遅延の減
少や物流の効率化が期待されます。

資料／千代水地区立地企業へのヒアリング結果（H28.8）

《行政の声》
・千代水地区は、周辺道路の渋滞や鳥取IC
へのアクセスが悪いことから、地元企業か
ら立地を敬遠する声が聞かれます。

資料／鳥取市企業立地・支援課ヒアリング結果（H28.6）

国
道
53
号

国
道
29
号

千代⽔地区から⿃取
⾃動⾞道へのアクセスは
国道29号がメイン

ち よ み

若桜町

智頭町

0.8%

八頭町 0.2%

1.1％

■ 30%以上
■ 10%以上
■ 5%以上
■ 1%以上
■ 1%未満

《近畿以東、山陽側から鳥取市街への地区別物流割合》

←鳥取市街エリア

0.0%

0.5%

0.9% 0.3%

4.7%8.6%

4.6%

1.1%

1.7%

0.8%

14.1%
39.4%

7.8%

6.4%
7.4%

1.6%

鳥
取
自
動
車
道

N=637サンプル

⿃取市街への物流のうち、
千代⽔地区が54％を占める

計23.1％

近畿以東や⼭陽地
⽅など南向きの流動
が約１/４を占める

⿃取IC



４-２．水産業の現状と課題

○岩美町では水産業が基幹産業の一つであり、かれい類やずわいがには、全国的にもトップシェアの漁獲量を誇
り、岩美町地域創生総合戦略（H27.9）でも重点戦略として高付加価値化や販路拡大を支援し、持続可能な産業
に発展させていく位置付けとなっている。

○岩美町で水揚げされた水産物は全国へ出荷されており、輸送時間の短縮による販路拡大支援が重要である。

23

４．地域の状況と課題

い わ み

網代漁港

京阪神・
関東⽅⾯

道の駅
きなんせ岩美

資料／網代港近隣の主な水産卸売業者へのヒアリング結果（H28.6）

《地域の声》

・水産物は鮮度が命です。運搬時間が
短縮すれば高価格での取引も期待さ
れます。

・時間短縮により販路拡大が期待され
ます。

資料／網代港近隣の主な水産卸売業者へのヒアリング結果（H28.6）

あ じ ろ

岩美町

鳥取市

その他
60%

京阪神・
関東
40%

⿃取市内を
通過

〔県外出荷先割合〕
※鳥取県内除く

その他
50%

京阪神・
名古屋
50%

⿃取市内を
通過

▲ ⾚がれい

▲ ずわいがに（松葉ガニ）

1,419
1,567

1,850

1,672
1,748

1,841

897
1,033

934 928 865

683

0

500

1,000

1,500

2,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26

（t）

かれい類

ずわいがに

資料／漁業・養殖業生産統計

〔岩美町での魚種別漁獲量の推移〕

安定的な漁獲量を誇る
かれい、ずわいがに

⽥後港
た じ り

い わ み

写真：鳥取県ホームページより

写真：鳥取県ホームページより



《参考》農水産業の振興に関する鳥取県の取り組み

○鳥取県では「食のみやこ鳥取県」として、加工品支援やメニュー開発、地域づくり、地産地消・県産品の消費拡大
に向けた様々な施策を実施している。

○鳥取県栽培漁業センターでは、新たなブランドとして、生食可能なマサバ『お嬢サバ』を養殖し、試験販売を実施。

○また、岩美町においても６次産業化に向け、農水産物の販売拠点となる道の駅「きなんせ岩美」が平成27年7月
にオープン、農林水産業の収益性を高める取り組みを推進している。

24

４．地域の状況と課題

●鳥取県は、食による地域振興を目的に平成19年に「食の
みやこ鳥取県」を発足。

●県の施策は、加工品支援やメニュー開発、地域づくり、
地産地消など多岐にわたり、様々な角度から農水産品
の市場開拓に向けた支援を実施

県内⽔揚げの最⾼級を「特選 とっとり松葉がに
五輝星（いつきぼし）」に認定し、松葉ガニのト
ップブランドとして全国へ販売。

岩美町内の農⽔産物の販売拠点として、
道の駅「きなんせ岩美」をオープン

い わ みい わ み

●鳥取県栽培漁業センターは、生食用
マサバ『お嬢サバ』を試験養殖し、新
たなブランド化を推進

●国内大都市や海外での高評価を受け
、本格的な生産体制構築に向け、岩
美町へ養殖施設整備を検討

じ ょ う

⽣⾷可能な⾼付加価値マサバ
「お嬢サバ」

●重点戦略のひとつとして、農
林水産業の高付加価値化や
販路拡大を支援し、農林水
産業を生業として持続可能
な産業へ発展させるための
事業を実施

【食のみやこ鳥取県】

【岩美町地域創生総合戦略】

県内で製造される加⼯⾷品を「ふるさと認証⾷品」
として認証し、他商品と差別化。各種イベントで認
証⾷品を県内外の消費者へ広くPR。

写真／鳥取県ホームページより

写真／鳥取県ホームページより

【鳥取発の高付加価値マサバ「お嬢サバ」】

写真／岩美町ホームページより



○鳥取市と山陰や山陽、近畿方面を結ぶ公共交通はある程度確保されているものの、北近畿方面との間には特
急列車が2～6便/日と非常に少なく、当該地域での移動は自動車に頼らざるを得ない状況にある。

資料／特急列車：JR西日本HP、ジョルダンHP （参照日：2016年10月13日）
高速バス：NAVITIME（参照日：2016年10月13日）

※便数は全て片道便数を示す

鳥取砂丘

浜坂
香住

都市と観光地を結ぶ公共交通は確保さ
れているが、観光地と観光地を結ぶ公
共交通が脆弱

〔公共交通（特急列車・高速バス）の運行状況〕 鳥取～大阪：２便/日

浜坂～大阪：２便/日

香住～大阪：２便/日
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〔鳥取県の利用交通機関別
観光入込客数〕

資料／鳥取県
「平成27年観光客入込動態調査結果」

４-３．観光面での現状と課題①
４．地域の状況と課題

貸切バス
6.8%

路線バス
3.6% 列⾞

5.6%
⾶⾏機
2.2%

⾃家⽤⾞
75.3%

タクシー
0.7%

その他
5.8%

※実人数

自動車の
依存度が高い

⿃取県
観光⼊込客数

10,440千⼈/年

計6便/日計4便/日
計2便/日



⿃取砂丘
53.8%賀露周辺

36.9%

⽩兎海岸周辺
21.6%

⿃取中部以⻄
14.0%

湯村温泉周辺
3.4%

浦富海岸
8.1%

道の駅きなんせ
岩美周辺
16.1%

余部橋梁
（道の駅あまるべ）

10.2%

⾹住区・⾹住海岸
3.4%

城崎温泉周辺
8.5%

⿃取市内
28.8%

⿃取⻄IC

⿃取IC

⿃取南IC

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

４-３．観光面での現状と課題②

○鳥取砂丘周辺エリアの観光客数は、鳥取自動車道の開通やPR活動等により増加傾向にある。

○また、浦富海岸・岩井温泉周辺では、駟馳山バイパス開通（平成26年3月）や世界ジオパークネットワークへの加
盟再認定（平成26年9月）によるアクセス性や認知度の向上で、平成27年の観光入込数は増加に転じている。

○しかし、鳥取東部の観光入込は依然として鳥取砂丘周辺が大半を占める状況で、岩美町を訪れる観光客からは、
鳥取市内の渋滞や高速道路の連続性に関する課題が挙げられており、高速道路ネットワークの形成による更な
る観光客増加が期待される。

⿃取砂丘・
いなば温泉郷周辺

浦富海岸・
岩井温泉周辺

⼋頭

（千⼈）

〔鳥取東部における地域別の観光入込客数（H27）〕

3,010

325 291

東部地域⼊込客数の
８割以上を占める

４．地域の状況と課題

1.33
1.31
1.19
1.14

⿃取砂丘・いなば温泉郷周辺

⼋頭

⿃取県東部全体

資料／H18～H27鳥取県観光客入込動態調査結果
※いなば温泉郷は、鳥取東部の５温泉（鳥取、吉岡、浜村、鹿野、岩井）を

指す．（岩井温泉については、浦富海岸・岩井温泉周辺に含む）

〔地域別の観光入込客数の伸び率（H18基準）〕

浦富海岸・岩井温泉周辺
うらどめ い わ い

■鳥取東部地域における観光動態

※各地域について
○鳥取砂丘・いなば温泉郷周辺
鳥取市（河原町、用瀬町、佐治町、福部町の一部を除く）

○浦富海岸・岩井温泉周辺
岩美町、鳥取市（福部町の一部）

○八頭
鳥取市（河原町、用瀬町、佐治町）、八頭町、若桜町、智頭町

資料／鳥取東部地域・兵庫県但馬地域での観光行動に関するアンケート調査（調査日：H28年8月13日）

※鳥取東部地域・兵庫県但馬地域での全630サンプルのうち、当該エリアでの起点が鳥取ＩＣ、鳥取西ＩＣ，鳥取南ＩＣの
236サンプル（37％）を対象に集計

〔鳥取自動車道利用者の観光流動の状況〕

観光施設立ち寄り率

50％以上
30％以上
20％以上
10％以上
3％以上N=236

施設間流動量

30％以上
20％以上
10％以上
5％以上
3％以上

N=236

《岩美町を訪れた観光客の声》

・鳥取ＩＣと道の駅きなんせ岩美の間について、鳥取市内を
ぬけるのに渋滞がひどかった。

・鳥取～岩美間の高速道路がつながっていないため、時間
が無くて予定していた山陰海岸をあきらめました。

資料／アンケート結果より抜粋

や ず

⿃取道からの観光交通は、
⿃取砂丘や賀露周辺、⽩兎
海岸周辺などを周遊する割合
が⼤半を占めている

か ろ は く と

資料／H27鳥取県観光客入込動態調査結果

う ら ど め い わ い し ち や ま
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〔鳥取東部地域来訪客の出発地割合〕

資料／鳥取東部地域・兵庫県但馬地域での観光行動に関する
アンケート調査（調査日：H28年8月13日）

※全630サンプルのうち、鳥取東部に立寄る427サンプルを対象に集計

近畿
53.2%

中部以東
16.6%

岡⼭県
12.6%

広島県
5.2%

⼭⼝・九州
2.6%

四国
1.9%

⿃取県
5.4%

島根県
2.6%

近畿や中部以東、岡⼭
県からの観光が多く、全
体の約６割が⿃取⾃動
⾞道を利⽤
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４-３．観光面での現状と課題③

○鳥取砂丘では、GWや盆休みなどの連休を含む５・８月に観光客が集中している。
○鳥取ICから鳥取砂丘へのアクセスは、GW期間中の混雑時には、通常時の３倍近く時間を要し、国道29号を中心
に著しい速度低下が発生し、観光客のみならず、他の道路利用者全体に影響を及ぼしている。

南隈

7 8 9 10 11 12 18時台1716151413

進
行
方
向

進
行
方
向

GWの旅⾏速度

安⻑北

国体道路

⿃取IC⼊⼝

秋⾥ 覚寺

〔GW期間中の鳥取IC入口交差点～福部IC間の速度分布〕

〔鳥取砂丘及び関連施設の月別入込客数（H27）〕

資料／鳥取県観光入込動態調査

主な観光交通の流動

鳥取砂丘入口

覚寺

秋里

南隈

安長北

国体道路

鳥取IC入口
資料／民間プローブ（H27年5月5日平均）
※秋里交差点は本線高架部を集計したもの

平⽇の旅⾏速度

県
道
湯
山
鳥
取
線

国
道
9
号

国
道
29
号

鳥
取
砂
丘
入
口
交
差
点

鳥
取
Ｉ
Ｃ
入
口
交
差
点

資料／民間プローブ
（通常時）Ｈ27年10月平日昼間12時間平均速度で算出
（混雑時）Ｈ27年ＧＷ中の所要時間が最も長い5月5日14時台

の平均速度で算出

〔通常時と混雑時の所要時間差〕
（鳥取ＩＣ～鳥取砂丘間）

か く じ

あ き さ と

みなみがくま

みなみがくま

あ き さ と
か く じ

ふくべ

４．地域の状況と課題

⿃取砂丘⼊⼝

資料／民間プローブ（H27年10月平日平均）
※秋里交差点は本線高架部を集計したもの

7 8 9 10 11 12 18時台1716151413

やすながきた

進
行
方
向

進
行
方
向

■：40km/h以上
■：30～40km/h
■：20～30km/h
■：10～20km/h
■：10km/h未満

やすながきた

観光交通と⽣活交通の
混在により、著しい
速度低下が発⽣

観光交通と⽣活交通の
混在により、著しい速度
低下が発⽣

鳥取砂丘

鳥取砂丘
こどもの国

砂の美術館

観光地を先頭に著し
い速度低下が発⽣

40分

15分

混雑時

通常時

混雑時には

２５分増加

（約2.7倍）

デ
ー
タ
無

50 56

114 109

266

118
147

288
262

195
172 178

0

50

100

150

200

250

300

350

1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

（千人/月）

■ 鳥取砂丘こどもの国
■ 砂の美術館
■ 鳥取砂丘

5⽉・8⽉に集中



４-３．観光面での現状と課題④
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４．地域の状況と課題

○平成22年10月に「世界ジオパークネットワーク」への加盟が認定された『山陰海岸ジオパーク』は、鳥取県・兵庫
県・京都府にまたがる広域エリアで、日本海形成に関わる多様な自然を背景とした観光資源を有している。

○山陰海岸ジオパーク推進協議会では、散策モデルコースなどが紹介され、鳥取県には広域観光・文化振興局が
開設されるなど、広域観光促進に向けた取り組みが実施されている。

○高速ネットワーク整備により、移動時間が短縮し滞在時間が増えることで、広域周遊観光の促進が期待される。
■山陰海岸ジオパークエリアと主な観光施設

余部橋りょう

城崎温泉

山陰海岸ジオパーク

鳥取豊岡宮津自動車道

⿃取砂丘

浦富海岸

資料／観光客数：平成27年観光入込動態調査結果（鳥取県）
平成26年度兵庫県観光動態調査報告書（兵庫県）
平成27年観光入込客数及び観光消費額調査結果（京都府）

写真：鳥取県撮れたて写真館（鳥取県広報連絡協議会）
豊岡市フォトライブラリー（豊岡市大交流課）
海の京都（海の京都観光推進協議会）、香美観光協会・鳥取県提供

88万⼈

301万⼈

33万⼈ 28万⼈

※⿃取砂丘・いなば
温泉郷周辺の⼊込客数

【⼭陰海岸ジオパーク運営組織の活動⽅針】
○ツーリズム部会：ジオツーリズムの展開による地域活性化をめざすため、ジオパーク活動と地域資

源を活⽤した新しいツーリズムの創造について協議・検討を⾏う
○地域産業部会：地域住⺠主体のジオパーク活動の展開を⽬的に、地域資源を活⽤した産業

創造等について協議・検討を⾏う
※その他の部会に学術部会、教育部会、保護保全部会が存在し、各分野で検討を⾏っている

資料／山陰海岸ジオパークＨＰより

天橋⽴

194万⼈

※浦富海岸・岩井温泉周辺の⼊込客数
あまのはしだて

きのさきおんせん

あまるべきょうりょう

うらどめかいがん

と っ と り さ き ゅ う

うらどめかいがん いわいおんせん

⿃取豊岡宮津⾃動⾞道
開通済
事業中
調査中・計画区間

⾼規格幹線道路
開通済
事業中
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観光梨園
臨時駐車場

福部支所
臨時駐車場

岩戸
臨時駐車場

◆臨時駐車場 と鳥取砂丘を結ぶシャトルバスを運行

◆鳥取駅から鳥取砂丘までのシャトルバスを運行

《参考》鳥取砂丘の観光渋滞対策の概要
４．地域の状況と課題

【これまでの渋滞対策実施状況】

対策４．リアルタイム情報発信（渋滞・駐車場情報）

対策３．道の駅におけるポスター掲示

迂回路案内ポスター

対策１・２ 臨時駐車場の開設及びシャトルバス運行

29

NN

鳥取砂丘

至 松江

至 京都

砂丘入口交差点
（主要渋滞箇所）

H28GW
渋滞長約3km

P1 P2
P3

【位置図】

覚寺交差点(IC)

対策２．シャトルバスの運行

（各年度ＧＷ期間中における最大渋滞長と
日あたり最大入込み客数の推移）

【対策効果】

○鳥取砂丘周辺では、観光シーズンの渋滞が問題視されており、平成19年頃から様々な渋滞対策を実施している。
○継続的な対策を実施した結果、渋滞は緩和傾向となっているが、依然として鳥取砂丘周辺及び市街地周辺では
渋滞が発生している。

P

P

P
P

P

鳥取駅へ

オアシス広場
臨時駐車場

鳥取砂丘

渋滞は緩和傾向

︵
デ
␗
タ
無
し
︶

対策前
（Ｈ１８年時点）

対策の実施により、渋滞は
緩和傾向となっている
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〔鳥取県立中央病院への主な搬送経路（平成26年内）〕

鳥取県立中央病院
（第三次救急医療機関）

151⼈

325⼈

797⼈

1,200⼈

⿃取IC⼊⼝
交差点

南隈交差点

４-４．救急医療面での現状と課題①

○鳥取東部地域の救急搬送人員は増加傾向にあり、その大半は市街地に立地する医療機関へ搬送されている。
○鳥取県立中央病院は、鳥取東部地域で唯一の救命救急センターを備えており、市内全域から救急患者が搬送
されているが、主要搬送経路である国道29号は定時性や安静搬送の面で課題となっている。

⿃取県⽴中央病院
2,473⼈

⿃取市⽴病院
2,149⼈

岩美病院
223⼈

智頭病院
144⼈

⿃取⾚⼗字病院
2,179⼈

⿃取⽣協病院
1,438⼈
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〔平成26年内における医療機関別の搬送人員〕

資料／消防へのヒアリング調査結果（H27.9)

４．地域の状況と課題

資料／消防へのヒアリング調査結果（H27.9)
※ヒアリング調査で速報値のため、消防年報と数値が異なる

■鳥取東部地域の救急医療活動状況

⿃取県⽴
中央病院

28％

⿃取⾚⼗字
病院
24％

⿃取市⽴
病院
24％

⿃取⽣協
病院
16％

その他
病院
8％

搬送⼈員計
（H26）
8,978⼈

〔医療機関別の搬送人員〕
（Ｈ26実績）

市街地の医療施設に
9割以上が集中

国道29号（鳥取IC入口交差点～南隈交差点）に関する
救急医療活動に関する地域の声

【鳥取消防署】

・当該区間の渋滞で病院への到着時間が大幅に遅れたことがあります。
朝夕のピークや休日は、病院までの搬送に時間がかかると予測され
るため、当該区間を利用しないことがあります。

・渋滞が解消されれば搬送時間の短縮はもちろん 揺れや振動の少な
い安静な搬送が出来るため、傷病者の負担軽減が期待されます。

資料／消防へのヒアリング調査結果（H27.9)

※救急医療病院：病院ごとの診療可能な範囲で急患を受け入れる医療機関

救急医療病院

資料／H28年版 消防年報（鳥取県東部広域行政管理組合消防局）

鳥取県東部広域行政管理組合消防局
鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、八頭町
の１市４町で構成
※出動件数、搬送人員は東部消防におけ

る救急業務件数のため、管外からの搬
送については含まれない。出動件数、搬送⼈員

ともに増加傾向

〔過去１０年間の救急業務の推移〕



４-４．救急医療面での現状と課題②

○第三次救急医療機関である鳥取県立中央病院と公立豊岡病院は、各医療圏での救急搬送の最大の受け入れ
先であり、周辺市町からも多くの救急患者を受け入れており、今後も協力体制を整えていく方針である。

○高速ネットワーク整備による搬送時間の短縮により、救急医療活動における円滑化・迅速化が期待される。

■第三次救急医療機関への救急搬送の状況（H26）

倉吉市

倉吉市
からの救急搬送
年間 20⼈

豊岡市消防本部管内計
年間 3,351⼈

公立豊岡病院

但馬救急センター
（第三次救急医療機関）

48分（44km）
34分（28km）

55分（46km）

58分（49km）

34分（29km）鳥取県立
中央病院

公立
豊岡病院

※各役場から医療機関までの
経路を規制速度で算出

〔搬送時間の予測〕

鳥取豊岡宮津自動車道

鳥取県立中央病院
（第三次救急医療機関）

〔第三次救急医療機関への救急件数（H26）〕

⿃取県東部広域⾏政管理組合
年間 2,473⼈

４．地域の状況と課題

新温泉町
しんおんせん

⾹美町
か み

倉吉市
く ら よ し

新温泉町・⾹美町
からの救急搬送
年間 474⼈

し ん お ん せ ん か み新温泉町・⾹美町
からの救急搬送
年間 170⼈

し ん お ん せ ん か み

と よ お か

た じ ま

と よ お か
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兵庫県では、鳥取東部圏域と西南但馬救急医療圏域など、二次救急医療圏または、府県域を
越えた患者搬送が行われている実態を踏まえ、県間協議のもと協力体制を整えるとともに、円滑
な搬送のため、広域災害・救急医療情報システムの県間共有を図ることとしている。

兵庫県保健医療計画 広域的な連携

（凡例）各消防本部管轄区域

鳥取県東部広域行政管理組合消防局

美方広域消防本部

豊岡市消防本部

みかた

とよおか

と お お か

く ら よ し

資料／消防へのヒアリング調査結果（H27.9)

資料／兵庫県保健医療計画（平成25年4月改定） ※西南但馬救急医療圏域は、新温泉町、香美町、養父町、朝来市



岡山方面

⿃取港

⿃取
空港

４-５．空港・港湾アクセスの面での現状と課題

○鳥取空港では、利用促進策の一つとして、空港と鳥取砂丘などの観光地を国道９号経由で連絡する周遊バスを
運行し、主要な観光地への２次交通の強化を図っている。

○鳥取港では、鳥取港地区を発着とする物流の内、岡山県が４割近くを占めており、国道29号及び鳥取自動車道
は主要な物流経路となっている。

○しかし、これらの経路上には、主要渋滞箇所が多く存在し、慢性的な速度低下が発生している。
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⿃取市
52.3%

岡⼭県
35.5%

⿃取中部以⻄
2.8%

⼭陽・九州・四国
1.9%

近畿以東
1.9% 北陸

1.9%

【⿃取港地区を発着する物流状況】
鳥取砂丘

鳥取砂丘
こどもの国

砂の美術館

砂丘会館

資料／FUJITSU 商⽤⾞プローブサービス（2016年６⽉の⼀ヶ⽉間のデータ）
※⿃取港地区を発着とする物流（107トリップ/⽉）を対象に集計

鳥取港
発着の物流

107台/月

マリンピア
賀露

鳥取港～鳥取道間の
主な物流経路

鳥取空港～鳥取砂丘間
の主な観光経路

⿃取砂丘⼊⼝

南隈

免許センター

徳尾

国体道路

古海

安⻑

【凡例】
主要渋滞箇所
主な観光地・施設
鳥取砂丘コナン空港周遊バス運行ルート
（土日祝日運行）

岡⼭県との物流が
４割近くを占める

■鳥取空港・鳥取港を利用する主な交通流動

資料／第１０次鳥取市総合計画（H28年3月策定）
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39

0

10

20

30

40

50

現状 ⽬標

（万⼈）

（H22〜H24平均） （H32年度）

【⿃取空港の搭乗者数の⽬標値】

４．地域の状況と課題

【凡例】 道路種別

高規格幹線道路
一般国道
主要地方道
一般県道
その他道路

【凡例】車線数

４車線以上
４車線未満



4.9

23.7

33.9

17.6

11.1

8.3

満足である

やや満足である

どちらとも

いえない

わからない

やや不満である

不満である

４-６．住民目線による日常生活の利便性・安全性の確保

○鳥取市の行政サービスに関する住民アンケート調査（H25.9)においては、日常生活の利便性として“生活基盤の
充実”や“防犯・交通安全対策の充実”に対する重要度は8割と高いが、満足度は2～3割程度で、引き続き、施
策推進への関心が高い。

○“第10次鳥取市総合計画”に関する市民アンケートでは、鳥取道の開通効果もあり、安全で迅速に移動できる幹
線道路の整備の満足度は向上したものの、未だ約4割が不満を持っており、幹線道路の整備による利便性・安
全性の確保は重要な課題である。
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４．地域の状況と課題

【現状と課題】

○交通事故死亡者数及び交通事故件数は、全体として減少傾向にあるが、交通事故死亡者に占
める高齢者の割合は上昇している。

○引き続き、高齢者の交通安全意識の一層の向上を図るとともに、子どもや障がいのある人も含
めた交通弱者を交通事故から守る取組みを進める必要がある。

〔防犯・交通安全対策の充実に対する重要度〕 〔防犯・交通安全対策の充実に対する満足度〕

資料／鳥取市の行政サービスに関する市民アンケート調査報告書
平成25年9月（回答数N=854）

【現状と課題】

○高速道路網は、地域活動や経済活動の重要な基盤であり、市民生活を豊かで快適にし
ます。鳥取自動車道の鳥取県側の開通に引き続き、山陰自動車道（鳥取西道路）などの
早期整備を促進することが必要である。

■日常生活の利便性 ■安全性の確保

〔生活基盤の充実に対する重要度〕 〔生活基盤の充実に対する満足度〕

43.7

35.7

13.8

3.7

1.9

1.2

重要である

やや重要である

どちらとも

いえない

わからない
やや重要

でない

重要でない

48.5

34.2

13.6

2.2

0.5

1.3

重要である

やや重要である

どちらとも

いえない

わからない

やや重要

でない

重要でない

3.6

18.6

41.9

17.2

9.6

9.3

満足である

やや満足である

どちらとも

いえない

わからない

やや不満である

不満である

資料／鳥取市の行政サービスに関する市民アンケート調査報告書
平成25年9月（回答数N=854）

資料／市民アンケート調査（第9次総合計画策定時）
平成21年11月（回答数N=2298）

市民アンケート調査（第10次総合計画策定時）
平成26年12月（回答数N=2050）

〔安全、迅速に移動できる
幹線道路整備に対する

満足度の変化〕

■道路整備の優先度
9.8

11.0

30.5

34.6

25.4

25.8

22.3

15.3

9.4

9.9

2.9

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21

H26

満足 やや満足 やや不満 不満 関係がない・わからない 無回答

満⾜度は向上 約4割は不満 ○33ある施策のうち、「道路整備対策」の優先度は、「雇用対策」や「社会福祉対策」に続
き、第6位に位置し約25％が優先すべき施策であると回答している。

資料／市民アンケート調査（第10次総合計画策定時）
平成26年12月（回答数N=2050）

重要度は⾼い 重要度は⾼い

満⾜度は
3割程度

満⾜度は
2割程度

〔⿃取市を住みよいまちにするために、今後優先して進めるべき施策〕



５．課題の整理
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５-１．課題の整理
５．課題の整理

鳥取市・岩美町地域では、人口減少や高齢化が進展
鳥取市 人口：19.6万人（H2年）→19.7万人（H22年）→17.2万人（H42年） 高齢化率：14.2％（H2年）→23.0％（H22年）→33.3％（H42年）

岩美町 人口： 1.5万人（H2年）→ 1.2万人（H22年）→ 0.9万人（H42年） 高齢化率：18.3％（H2年）→30.1％（H22年）→41.7％（H42年）

地
域
の
課
題

道
路
の
課
題

⿃取市千代⽔地区は、市の都市計画マスタープランにおいて「物流・サービス拠点」として位置づけられているものの、国道
29号の慢性的な渋滞により、⾼速ICへのアクセス性が低く、物流活動への⽀障となっている

岩美町は⽔産業が基幹産業の⼀つであり、持続可能な産業へ発展させていくため、輸送時間短縮による⽔産物の販路拡
⼤⽀援が重要

⿃取東部地域では、⿃取砂丘周辺エリアを周遊する観光客が⼤半を占めており、⾼速道路ネットワークが形成されていな
い岩美町への周遊は少ない

⿃取ICから⿃取砂丘へのアクセスは、GW期間中の混雑時において、通常時の３倍近く時間を要し、観光客のみならず道
路利⽤者全体に影響を与えている

⼭陰海岸ジオパークの世界ジオパークネットワーク加盟（平成22年10⽉）以降、沿線⾃治体等により広域観光促進に
向けた取り組みが実施されているものの、これらの地域をつなぐ⾼速道路整備は遅れている

⿃取県⽴中央病院は⿃取東部地域で唯⼀の救命救急センターを備えており、市内全域から救急患者が搬送されている
が、主要な搬送経路である国道29号は定時制や安静搬送の⾯で課題となっている

⿃取県⽴中央病院は周辺市町からも多くの救急患者を受け⼊れており、今後も隣接医療圏と協⼒体制を整えていく⽅針

「安全で迅速に移動できる幹線道路整備」に対する住⺠ニーズは⾼く、約４割の住⺠が現状に不満を感じている

⿃取市街では、⼀級河川千代川とJR⼭陰本線が都市を分断し、限られた往来部（渡河部・跨線部）に交通が集中し
ている．南北交通を担う国道29号には多様な交通が混在し、主要渋滞箇所が連続して存在

⿃取市街の幹線道路では、死傷事故率が全国平均以上の区間が多数存在しており、国道9号・29号では、交通の混在
や主要渋滞箇所の存在などを要因とした追突事故が多発

⼀級河川千代川の想定最⼤規模の洪⽔時には、緊急輸送道路に指定される国道29号や53号が冠⽔し、救命・救助や
物資輸送などの緊急活動に⽀障をきたすことが懸念される

産業
（商工業／
農水産業）

観光

安全安心



５-１．課題の整理
産業（商⼯業/農⽔産業） 観光 安全安⼼

・⿃取市千代⽔地区では、国道29号の慢性的
な渋滞により、⾼速ICへのアクセス性が低く、物
流活動への⽀障となっている

・岩美町では、基幹産業の⼀つである⽔産業の
持続的発展のため、輸送時間短縮による⽔産
物の販路拡⼤⽀援が重要

・⿃取東部地域では、⿃取砂丘周辺を周遊する観光
客が⼤半を占め、岩美町への周遊は少ない

・観光シーズンには、⿃取IC〜⿃取砂丘間の所要時
間は通常時の3倍に増加

・⼭陰海岸ジオパークの世界ジオパークネットワーク加
盟以降、広域観光促進に向けた取組が実施されて
いるが、地域間をつなぐ⾼速道路整備は遅れている

・⿃取市街では、国道29号等を中⼼に主要渋滞箇所が
連続して存在

・渋滞箇所では、速度低下を要因とした追突事故が多発
・市街地の渋滞により、救急搬送時において定時制や安
静搬送の⾯で課題となっている

・千代川の洪⽔時には、国道29号や53号が冠⽔し、救
命・救助などの緊急活動に⽀障をきたすことが懸念される

【凡例】交通課題箇所
主要渋滞箇所
主要渋滞区間
死傷事故率 全国平均以上箇所
（98件/億台キロ）

【凡例】地域・地区
⿃取砂丘
DID地区
準⼯業地域・⼯業地域・⼯業専⽤地域
住居系⽤途地域

鳥取西道路

⿃取豊岡宮津⾃動⾞道
開通済
事業中
調査中・計画区間

⾼規格幹線道路
開通済
事業中

▼⿃取〜福部間周辺のネットワーク整備状況と施設配置

⻘⾕IC

福部IC

岩美IC

田後港

網代漁港

たじり

あじろ
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５．課題の整理
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《参考》圏域の将来像
５．課題の整理

◇新たな全国計画（Ｈ２７．８閣議決定） を踏まえ、個性豊かな地域が相互に連携することにより、ヒト、モノ、情報等が双方向で活
発に行きかう「対流促進型国土」の形成を基本として、「コンパクト＋ネットワーク」により、「稼げる国土」、「住み続けられる国
土」の実現を目指す。

◇概ね１０年間の国土づくりの戦略として、平成28年3月に全国８ブロックの「広域地方計画」を決定。中国圏では４つの将来像を
実現するため、６つの基本戦略を設定。

中国圏広域地方計画～瀬戸内から日本海の多様な個性で対流し、世界に開かれ輝く中国圏～

① 国内外の多様な交流と連携により発展する中国圏

② 産業集積や地域資源を活かし持続的に成長する中国圏

③ 豊かな暮らしで人を惹きつける中山間地域や島しょ部を創造する中国圏

④ 新たなステージにも対応する安全・安心な中国圏

４つの将来像

① 重層的なネットワーク形成と拠点都市の整備による対流促進型圏域づくり

② ものづくり産業の競争力強化、観光振興等経済の活性化

③ 中山間地域・島しょ部における人口減対策等地域振興の推進

④ 土砂災害・水害対策やインフラ長寿命化等による強靱な圏域整備と安全・
安心の推進

⑤ 環境と産業・生活が調和した地域づくり

⑥ 将来の発展を担う人材育成

６つの基本戦略

基幹交通の整備による重層的ネットワーク形成イメージ

資料：中国圏広域地方計画 説明資料（H28.3）



５-２．地域の将来像
５．課題の整理

項目 地域の将来像

産業

○人、物、情報の「大交流時代」を切り拓く～「北東アジアゲートウェイ構想」 ＜鳥取県の将来ビジョン（追補版）＞（H26.10）
○素材がよく、安全安心で美味しい食の魅力を提供する「食のみやこ鳥取県」の推進と、それにふさわしい農林水産業

＜鳥取県の将来ビジョン（追補版）＞（H26.10）
○「交通基盤・情報基盤の充実」で利便性向上・地域の活性化 ＜鳥取県の将来ビジョン（追補版）＞（H26.10）
○人・モノ・情報が往きかい にぎわうまちづくり 高速道路網を活用した工業用地の整備 ＜鳥取市新市域振興ビジョン＞（H26.8）
○人口減少や高齢化に対応したコンパクトで秩序ある市街地形成を進めるとともに、

鳥取に住みたいと思える住宅・商業・工業地の形成を図ります ＜鳥取市都市計画マスタープラン（案）概要版＞（H28.3）
○まちづくりを支える自立した自治体経営 自治体間の広域的な連携の推進 ＜第10次鳥取市総合計画＞（H28.4）
○交通インフラの整備促進 ＜第2次鳥取・因幡定住自立圏共生ビジョン＞（H27.3）
○誰もが活躍できる“しごとづくり” 地域経済の再生と産業の底上げ ＜鳥取市創生総合戦略＞（H28.7）
○地域経済活動の維持 経済活動、サプライチェーンの維持 ＜鳥取県国土強靭化地域計画＞（H28.3）

観光

○観光による「ようこそ、ようこそ鳥取県」の実現 ＜鳥取県の将来ビジョン＞
○まちづくりを支える自立した自治体経営 自治体間の広域的な連携の推進 ＜第10次鳥取市総合計画＞（H28.4）
○魅力ある観光地づくり 山陰海岸ジオパークの特性を活かした取り組み ＜観光白書2014＞（H26.12）
○魅力ある観光地づくり おもてなしの向上 ＜観光白書2014＞（H26.12）
○広域・国際観光の推進 広域観光連携の推進 ＜観光白書2014＞（H26.12）

安全安心

○「災害に強い県土」をつくる ＜鳥取県の将来ビジョン（追補版）＞（H26.10）
○安全・安心なまち 暮らしの安全を守るまちづくり 地域防災力の向上 ＜第10次鳥取市総合計画＞（H28.4）
○防災力が高く、交流を促進する魅力ある道路網を形成します ＜鳥取市都市計画マスタープラン（案）概要版＞（H28.3）
○都市施設の整備と地域防災力の向上を図り、災害に強い都市づくりをすすめます ＜鳥取市都市計画マスタープラン（案）概要版＞
（H28.3）
○救助・救援、医療活動の迅速な対応 物資供給等 ＜鳥取県国土強靭化地域計画＞（H28.3）
○ライフラインの確保及び早期復旧 地域交通ネットワークの維持 ＜鳥取県国土強靭化地域計画＞（H28.3）
○迅速な復旧・復興 基幹インフラの機能強化 ＜鳥取県国土強靭化地域計画＞（H28.3）
○安全・安心なまち 快適でゆとりのある生活環境づくり 生活基盤の充実 ＜第10次鳥取市総合計画＞（H28.4）
○賑わいにあふれ安心して暮らせる“まちづくり” 住み良い環境づくり ＜鳥取市創生総合戦略＞（H27.9）
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５-２．地域の将来像（高速道路ネットワークを活かしたまちづくり勉強会）

５．課題の整理
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１．⾼速道路ネットワークを巧みに活⽤することにより、地域経済の活性化や交流⼈⼝の拡⼤、まちの賑わい創出を⽬指す。
２．⾼速道路ネットワークにより効率的に連携をすることで、防災・医療などの様々な機能が最⼤限の効果を発揮し、コンパクトなまちづくりの実現を図る

とともに、広域⾼速道路ネットワークによる関⻄圏・中国圏との接続により因幡圏域の持続的発展を⽬指す。

１．地域の魅⼒向上、拠点の強化

２．地域内の連携促進

３．他地域との連携、交通拠点の活⽤、経済活性化への活⽤

４．⾼速道路ネットワークのあり⽅について

●他地域との競争に勝つための魅⼒の発掘、再創造
●地域の魅⼒の効果的な情報発信
●圏域全体の核となる中⼼市街地の活性化
●近年の異常気象や過去の災害を踏まえた防災拠点、医療機関
の機能やアクセス⾯に着⽬した検証

●無料の⾼速道路を活⽤した因幡圏域の周遊性向上と圏域⼀体
での観光戦略の⽴案

●無料の⾼速道路を活⽤した多極型都市圏の構築
●防災拠点や福祉、医療機関の⾼速道路ネットワークへの接続性
検討

●⾼速道路を活⽤した各拠点間を結ぶ公共交通ネットワークの構築
●都市計画マスタープラン⾒直しの必要性
（市⺠の利便性と圏域の発展に繋がる広域ネットワークに関する視

点の盛り込み）

●⿃取空港、⿃取港等の利⽤促進
●観光における東⻄軸と南北軸の連携強化
●災害時の拠点機能や交通の要衝と⾼速道路ネットワークの連携
●物流拠点の誘致や既存企業への継続的な⽀援
●農林⽔産業における積極的な販路開拓、⽣産振興

⿃取市及び因幡圏域の将来像

⾼速道路を活かしたまちづくりの⽅向性に関する提案

●⿃取市街地北側区間のミッシングリンクの解消
・物流、観光業発展のための移動時間の短縮
・⿃取空港や⿃取港、県⽴中央病院との接続性向上
・国道29号（千代⽔周辺）の交通円滑化

●具体的なルート等については、以下に留意し地域住⺠や企業等の意⾒を踏まえた議論が今後必要
・⾼速道路としての定時性の確保
・拠点施設等との接続性の確保
・スムーズに移動できる連結位置のバランス

●災害等に強い⾼速道路ネットワークの確保
（適切な維持管理、付加⾞線の整備、災害時の迂回路や代替ルートの検討）

○鳥取市では、平成２５年７月に「高速道路ネットワークを活かしたまちづくり勉強会」を設立し、各分野の専門委
員を交え、今後のまちづくりの課題や方向性について検討。

○５回にわたる勉強会を経て、平成２６年１月に最終の「とりまとめ」を策定。



５-２．地域の将来像（鳥取市のまちづくり）
５．課題の整理
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○鳥取市都市計画マスタープラン（案）において、まちづくりの方針が整理されている。
○鳥取市のまちづくりにおいて、ミッシングリンクの解消及び高速道路ネットワークの確立、市街地内の通過交通
の排除や道路防災機能の向上が整備方針として示されている。

資料／⿃取市都市計画マスタープラン（案）（H28.3）

⿃取市のまちづくり⽅針
１．⼟地利⽤⽅針
２．各拠点の整備⽅針
３．都市施設の整備⽅針
４．都市環境形成の⽅針

○ 交通施設の整備⽅針
【道路網】
防災⼒が⾼く、交流を促進する魅⼒ある道路網を形成
・⿃取⾃動⾞道や⼭陰道、⼭陰近畿⾃動⾞道の早期整備を促進し、ミッシングリ

ンクの解消及び⾼速道路ネットワークの確⽴を図る
・市街地内の通過交通の排除や、道路防災機能の向上を図るため、幹線道路や

市街地主要道路の整備を促進する

【公共交通】
利便性の⾼い総合的な公共交通体系の確⽴を図る
・主要な公共交通となるバス交通網については、幹線・⽀線の役割分担等により、

利便性が⾼く効率的でわかりやすいバス体系を確⽴する

【その他】
⼈と環境に優しい交通施策を推進
・コミュニティ道路（歩⾏者の安全性や快適性を考慮した⾃動⾞の通⾏を主たる

⽬的とはしない⽣活道路のこと）の導⼊や、バリアフリー化等による⼈に優しい環
境整備を推進し、安全・快適で回遊性のある⾃転⾞・歩⾏者空間の形成を推
進する

⿃取市の将来都市構造
１．拠点の形成
（1）中⼼拠点

・市域の中⼼として、⾏政中枢機能、総合病院、⼤規模商業施設などの各種の⾼次都市
機能が集積する地区

（2）地域⽣活拠点（市街地部／⽥園地域）
・地域の中⼼として、⾏政⽀所機能、診療所、⾷品スーパーなどの⽇常的な⽣活サービス施

設等が集積する地区
（3）その他の拠点

・賀露（⽔産拠点）、千代⽔（物流・サービス拠点）、津ノ井ほか（⼯業拠点）、若葉
台・湖⼭（学術・研究拠点）

２．連携軸の形成
（1）国際交流を通じて地域の活性化を促進するための「国際連携軸」
（2）他都市との広域連携を深めるための「広域連携軸」

・⾼速道などの広域交通ネットワークの強化を図る．
・また、各地域⽣活拠点を結び、市域内の連携を強化する地域内連携軸としても活⽤する

（3）中⼼拠点と市街地部の地域⽣活拠点間を結ぶ「都市内連携軸」
（4）⽥園地域の地域⽣活拠点と市街地部を結ぶルートを「地域内連携軸」
（5）⽥園地域や市街地外縁部との調和や秩序ある景観形成をめざす「都市環

境共⽣軸」
（6）⽔と緑の保全・再⽣を図る「⽔と緑の⾻格軸」

5．都市景観形成の⽅針
6．都市防災の⽅針
7．福祉のまちづくり⽅針



駟馳山バイパス

鳥取駅

鳥取道

湖山駅

鳥取大学前駅

ＪＲ山陰本線

ＪＲ因美線

しちやま

福部IC

山陰自動車道

鳥取砂丘

砂の美術館

鳥取警察署

鳥取砂丘こどもの国

鳥取港

鳥取砂丘コナン空港

鳥取県庁

鳥取市役所

覚寺IC鳥取県立中央病院

行政機関（県庁、市役所、警察署、消防署）

救急医療病院
学校（小学校，中学校，高等学校，大学及び特別支援学校）

主要観光施設（入込客数10万人/年以上施設）
※鳥取市主要観光施設入込客数 H27暫定値（鳥取市）

鳥取市立福部未来学園中

鳥取市立福部未来学園小

鳥取市立中ノ郷小

鳥取市立中ノ郷中鳥取市立浜坂小

鳥取県立鳥取養護学校

鳥取市立賀露小

鳥取市立湖東中

鳥取県立鳥取商業高

鳥取県立鳥取湖陵高

鳥取市立湖山町西小

鳥取大学附属特別支援学校

鳥取大学

鳥取県立鳥取緑風高

鳥取市立湖山小

鳥取大学附属小・中

鳥取市立世紀小

鳥取市立高草中

鳥取市立大正小

鳥取市立城北小

鳥取市立北中

鳥取県立鳥取西高

鳥取市立久松小

鳥取市立日進小

鳥取城北高

鳥取市立西中

鳥取市立富桑小

鳥取市立醇風小

鳥取市立遷喬小

鳥取市立明徳小

鳥取敬愛高

鳥取市立南中

鳥取市立美保小

鳥取市立面影小

鳥取市立稲葉山小

鳥取県立鳥取東高

鳥取市立修立小

鳥取市立東中

鳥取市立岩倉小

鳥取県立鳥取聾学校

鳥取県立鳥取盲学校

青翔開智中・高

鳥取市立宮ノ下小

鳥取市立国府中

鳥取市立美保南小

鳥取市立東中（のぞみ分校）

鳥取西IC

鳥取IC

湖山池

資料／地図・空中写真閲覧サービス（国土地理院）をもとに作成

鳥取赤十字病院

鳥取県警察本部

鳥取生協病院

鳥取市立病院

鳥取消防署

湖山消防署

地場産プラザ「わったいな」

とっとり賀露かにっこ館

鳥取県立博物館

鳥取港海鮮市場「かろいち」

わらべ館

とっとり出合いの森

布勢総合運動公園
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５．課題の整理

《参考》鳥取市街主要拠点配置
５．課題の整理

福部駅



６．計画段階評価の進め方
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６．計画段階評価の流れ

１．計画段階評価手続きの進め方、スケジュール（案）

地域住民や道路利用者の意見を聴きながら、道路計画〔概略ルート、構造等〕について検討を行う。

６．計画段階評価の流れ

地 方 小 委 員 会
※各段階で随時自治体と調整

中国地方小委員会

【平成28年10月】

■計画段階評価手続き

の進め方、スケジュール（案）

■地域、道路の状況と課題

■意見聴取方法

対
応
方
針
の
決
定

（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
等
）

■
政
策
目
標
の
設
定

等

■
評
価
項
目
の
設
定

等

■
比
較
ル
ー
ト
案
（
複
数
案
）
等

（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
等
）
等

■
対
応
方
針
案

意見聴取

意見聴取

(第1回)

○地域、道路の課題

◆意見聴取方法

《ヒアリング》

対象者：

関係自治体･団体

《アンケート》

対象者：地域住民

企業等

道路利用者 等

《オープンハウス》

対象者：地域住民

計画段階評価

中国地方小委員会



７．意見聴取方法
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７-１．意見聴取の基本方針・手法・対象者
７．意見聴取方法

■意見聴取の基本方針

把握する意見

鳥取～福部間の道路や交通の問題点や解決すべき課題

地域の改善すべき課題

■意見聴取の方法と対象者

※重複含む
（トラック協会会員企業・事業所が想定のため）

【住⺠アンケート調査対象エリア】

地域住⺠（全⼾配布）
【郵送配布・回収エリア】

⿃取〜福部

対象者・実地⽅法

ア
ン
ケ
␗
ト

【地域住⺠】 住⺠へ郵送配布 約73,000部

旧⿃取市・旧福部村 全⼾ 72,660部

【企業及び団体】 ⿃取県内外の関係企業へ郵送配布 約4,600部※
沿線地域：⿃取東部地域に所在する企業・事業所

（⿃取東部地域：⿃取市、岩美町、若桜町、智頭町、⼋頭町） 約3,500部

広域利⽤ ：H25実施の社名読み取り調査企業 約900部

地域内外：トラック協会会員企業・事業所
（⿃取県、兵庫県、島根県、岡⼭県） （想定）約200部

【道路利⽤者等】 ⾏政機関、道の駅、観光施設等に常設、WEB 留め置き配布 2,100部

ヒ
ア
リ
ン
グ

【関係⾃治体及び団体】 ⿃取県・関係市町・団体へ意⾒照会 47団体

⾃治体：⿃取県庁、⿃取市役所

各団体(地域内)：商⼯会議所、警察署、消防署、拠点病院、農協、漁協、⼤規模店舗、観光協会、バス会社、トラック協会

各団体(広域)：消防署、観光協会、トラック協会
オ
␗
プ
ン

ハ
ウ
ス

【地域住⺠】

⿃取市内の⼤型商業施設 平休2⽇間ずつ、計4⽇
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７-２．各手法の調査項目と活用方針
７．意見聴取方法

把握する意見 アンケート オープンハウス ヒアリング 備考

交通課題
及び道路課題

鳥取市街における交通課題及び道路課題につい
て、地域住民などの概ねの考えを把握する。

アンケートでは把握できない具体
的な交通課題及び道路課題、道路
の役割について把握する。

第1回

地域の課題
交通課題及び道路課題が招く改善すべき地域の
課題について、地域住民などの概ねの考えを把
握する。

アンケートでは把握できない具体
的な地域の課題や地域の目指すべ
き将来像について把握する。

その他自由意見 その他、道路に関する課題や意見を幅広く聴取する。

比較ルート帯案
（複数案）に対する

意見

・ルート帯選定にあたり、地域住民などが概ね
重要視する視点を把握する。

・インターチェンジ設置位置（配置計画）にお
いて、地域住民などが概ね重要視する視点を
把握する。

ルート帯やインターチェンジ設置
位置について、アンケートでは把
握できない具体的な重要視する視
点を把握する。

今後

その他の自由意見 その他、各区間に関する意見を幅広く聴取し、計画策定に反映する。

回答者の属性
利用状況

回答結果の差異に対して各分類で整理し、分析
する。 － 共通

■意見聴取の方法目的



７-３．アンケート調査
７．意見聴取方法

■計画概要
①調査概要

 本調査の主旨、調査対象箇所につ
いて説明

■鳥取市内中心部の現状
②鳥取～福部を含む周辺地域（市内中心部）の現状

 対象地域周辺の拠点や道路課題、地域の課題について説明

至姫路 47
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７-３．アンケート調査
７．意見聴取方法

③質問内容・回答欄（回答例）
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７-３．アンケート調査
７．意見聴取方法

④手続きの流れ・はがき表面


